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C.Guarnieri : Abertura Concertante

ファリャ  生誕150年/没後80年 
バレエ音楽

第１組曲・第２組曲
M.Falla: “El sombrero de tres picos” Ballet, Suite No.1 and 2

ラフマニノフ

交響的舞曲 作品45
S.Rachmaninov: Symphonic Dances, Op.45

指 揮

シモーネ・メネセス
Conductor : Simone MENEZES
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日立システムズホール仙台
コンサートホール会 場

「三角帽子」 11/20
21

2026
19：00開演
18：15開場

15：00開演
14：15開場

金

土

ⓒDaniela Cerasoli

仙台フィル仙台フィル公式サイト 6/  9（火） 20：00発売 https://www.sendaiphil.jp/
仙台フィルサービス 6/10（水） 10：00発売 TEL：022-225-3934（受付 平日10：00～18：00）
プレイガイド 6/10（水） 10：00発売 チケットぴあ（インターネットでの販売のみ）
 6/11（木） 10：00発売 藤崎（ユースチケットの取り扱いはございません）

仙台フィル公式サイト 6/  9（火） 20：00発売 https://www.sendaiphil.jp/
仙台フィルサービス 6/10（水） 10：00発売 TEL：022-225-3934（受付 平日10：00～18：00）
プレイガイド 6/10（水） 10：00発売 チケットぴあ（インターネットでの販売のみ）
 6/11（木） 10：00発売 藤崎（ユースチケットの取り扱いはございません）

座席選択可24h受付 小・中・高校生の皆様をご招待！小・中・高校生の皆様をご招待！

「U-18チケット」「U-18チケット」
詳しくは裏面をチェック!!詳しくは裏面をチェック!!

チケット購入
はこちら

チケット購入
はこちら

後援：宮城県、仙台市、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、仙台商工会議所、　　　　　　 、　　　　　　　 、　　　　　、
　　　　　　　 、　　　　　　 、　　　　　　  、

助成：　　　　　　 文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動）） | 独立行政法人日本芸術文化振興会
主催：公益財団法人仙台フィルハーモニー管弦楽団　協賛：東北電力株式会社　芸術銀河2026共催事業

※括弧内はユース料金。演奏会当日25歳未満の方が対象
※未就学児のご入場はできません。
※括弧内はユース料金。演奏会当日25歳未満の方が対象
※未就学児のご入場はできません。s席 ￥7,000［￥3,500］ a席 ￥6,500［￥3,000］z席 ￥3,000全席指定全席指定
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［一般発売］
10月21日

［一般発売］
10月21日

第397回
定期演奏会

三大舞踏の饗宴

INFORMATION

2027年1月29日（金） 19：00開演（18：15開場）

	 30日（土） 15：00開演（14：15開場）

2027年2月19日（金） 19：00開演（18：15開場）

	 20日（土） 15：00開演（14：15開場）

指　　　 揮	：	 高関 健　仙台フィル常任指揮者

コントラバス	：	 エディクソン・ルイス
指　揮	：	パスカル・ヴェロ　仙台フィル桂冠指揮者

◆ シューベルト  生誕230年  ：
　 　交響曲第7番 ロ短調 D759 「未完成」
◆ 細川俊夫 ： コントラバス協奏曲（仮称）（新作･共同委嘱）
◆ R.シュトラウス ： 交響詩「死と変容」 作品24

◆ オネゲル ： 交響的運動第1番「パシフィック231」
◆ オーリック ： 序曲
◆ プーランク ： 演奏会用組曲「牝鹿」
◆ フランス6人組メンバーによる合作 ：
　 　バレエ音楽「エッフェル塔の花嫁花婿」
◆ タイユフェール ： 小組曲
◆ ミヨー ： プロヴァンス組曲 作品152c

高いプログラム構成力と音楽性を備えたフランスを拠点とする指揮者。ブラジル生まれでイ
タリアのルーツを持つ彼女は、自身を様 な々音楽の伝統と芸術分野を結びつける架け橋と
捉えており、そのレパートリーは古典派の作曲家から、チャイコフスキーやフランス印象派、ラ
テンアメリカの作品まで多岐にわたる。プログラムの構成と芸術性を重視しており、自身が創
設し率いるアンサンブルKと共に、プッチーニ、バッハ、ペルトの作品をフィーチャーしたプロジェ
クト「メタノイア」を制作し、2023年の国際クラシック音楽賞で最優秀ビデオ賞を受賞。また、
ブラジル人写真家のセバスチャン･サルガドの写真とフィリップ･グラスとヴィラ＝ロボスの作
品を組み合わせたプロジェクト「アマゾニア」は、その後世界中の15以上のオーケストラと共演。
2025年にはカルティエのサポートを得て、万博関連公演としてザ･シンフォニーホールで大阪フィ
ル、ファジル･サイ《Mother Earth》協奏曲(世界初演)、ドビュッシー《海》、ヴィラ＝ロボス組曲

《アマゾニア》を共演した。このほか近年は、彼女はロサンゼルス･フィル、パリ管、サンタ･チェ
チーリア管、フィルハーモニア管、BBCスコットランド響、フランクフルト放響、ケルン･ギュルツェ
ニヒ管、ウィーン放響、大阪フィル、大阪響など、数 の々著名オーケストラと共演。メネセスは
サンパウロとパリで学び、英国王立音楽院でコリン･メッターズに師事。パーヴォ･ヤルヴィの
アシスタントも務めた。ラテンアメリカで成功を収めた後ヨーロッパに拠点を移し、以来、国
際的に精力的に活動。万博などの重要な国際イベントや、カルティエやチューリッヒ保険など
のブランドとのコラボレーションなど、幅広い影響力を持つコンサートも創り上げている。

シモーネ・メネセスはブラジル出身。フランスを拠点に、活躍の場を広げている注目の女流指
揮者で、仙台フィル初登場 ！ 選ばれた曲目は、故国ブラジルの作曲家グアルニエリ「協奏的序
曲」、スペインの傑作バレエ音楽、そしてラフマニノフ最晩年の名作。楽器の個性を知り尽くし
た作曲家たちがオーケストラに命をあたえ、それぞれの民族的アイデンティティを心おきなく描
きだす。メネセスの指揮が導きだすリズムと抒情。とても楽しみだ。

作曲家　吉川 和夫

指 揮

シモーネ・メネセス
Conductor: Simone MENEZES
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小・中・高校生の皆様をご招待！ 「U-18チケット」
小学生から高校生までの子どもたちを仙台フィルの主催公演にご招待いたします。
お申し込みは、右記の二次元コードより仙台フィル公式サイトへアクセスの上、ご確認ください。

小学生～高校生　※定員 先着25名
11月11日（水）必着（第395回分）　
仙台フィルサービス TEL：022-225-3934 ※後日チケットをお送りいたします。定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。

東北電力株式会社
アイリスオーヤマ株式会社協賛

ご招待対象

応募〆切

お問い合わせ

※開演（演奏）中の客席への入退場は一切お断りいたします。※やむを得ない事情により出演者・曲目等が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。
※近隣の駐車場には限りがございますので、ご来場の際には、地下鉄やバス等の公共交通機関をご利用ください。
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